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１．成果の概要 （1～2ページ） 

実施内容 

 mRNAなどから見出された構造を形成している複数の RNAについて NMRスペクトルの測定を

行い，NMR解析の有用性を検討した．採択後，2013年までにいくつかの RNA について測定を行

った後，2018年に再度測定を行った．また，本課題において RNA と低分子化合物との相互作用

解析も実施し，高分解能 NMRの有効性を確認することができた． 

 

本課題により得られた成果、当初目標と結果との比較 

 2013年の実施した LINE RNAの 3’末端に由来するステムループの測定はシグナルの帰属等

に貢献し，34残基 RNAの立体構造決定につながった（Otsu et al 2017）．また，2018年に測定し

たスペクトルは直接的には論文のデータにはならなかったものの，解析の方向を決めるために役

立った．HIV-1の 5’-UTRに由来する RNAの解析については 36残基 RNAの立体構造決定に

つながった（Obayashi et al., 2021）．本研究課題では，大陽日酸株式会社と協力して開発した残

基特異的安定同位体標識 RNAの測定も実施しており，これによって開発された技術は，HIV-1

の 5’-UTR由来の RNA の構造解析にも利用しており，最近では，レトロトランスポゾンの生合成

に関与する RNAの立体構造解析でも活用した（Takase et al., 2022）．さらに，RNA と低分子化合

物との相互作用解析についても RNA とフルオロキノロン誘導体との複合体の構造決定につなが

った（Nagano et al., 2022）． 
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今後の展開、課題 

 RNAがさまざまな構造を形成して機能していることは周知のこととなっており，その構造解析の

重要性は申請時に比べて増している．さらに，近年では創薬のターゲットとしての RNAの注目度

も高まっており，NMRによる RNAの解析技術の向上は極めて重要であると考えている．上述の

ように，本研究課題によって培った測定技術は，その後の RNAの機能構造解析に大いに活用さ

れており，今後も発展することが期待できる． 

 

２．利用における感想（改善要望等を含む） 

 特にありません． 

 

３．利用周辺環境に関する希望 

 特にありません． 

 

４．今後の利用予定 

 RNAの NMR解析については，今後も利用を希望しております． 

 

５．今後期待するその他のサービス 

 特にありません． 

 

６．その他 

 今後も安定した支援を期待しております． 

 

７．利用実施時期及び期間 

2012年 8月 1日 ～ 2018年 3月 6日 

 

当初計画どおり 

 

８．利用研究基盤 

溶液 900MHz 2012年 10月 29日 09時～2012年 11月 05日 09時 （7日間） 

溶液 900MHz 2013年 09月 09日 09時～2013年 09月 17日 09時 （8日間） 

溶液 900MHz 2018年 02月 19日 09時～2018年 02月 21日 14時 （2日 5時間） 

溶液 900MHz 2018年 03月 06日 09時～2018年 03月 07日 09時 （1日間） 


